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    社協の総合力とネットワークを活かして生活支援を推進します


    社会福祉法人 京都市社会福祉協議会　会長

    村 井　信 夫
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    　新年明けましておめでとうございます。皆様には御壮健で、良き新年をお迎えのことと心からお慶び申し上げます。


    　旧年中は、本会の運営・事業に対しまして、一方ならぬ御支援を賜り、誠にありがとうございました。心からお礼申し上げます。本年も京都市域の社協活動と地域福祉の発展のため、より一層の御協力を賜りますようお願い申し上げます。


    　さて、近年、孤独死や引きこもりなどの社会的孤立や、貧困など生活困窮の問題が深刻化する中、社会福祉協議会への期待はますます大きくなっています。


    　こうした期待に応えるため、本会では、既存の制度や地域だけで対応が難しい制度の狭間の問題等を抱える方に対して寄り添い、行政や関係機関等と連携し支援する「地域あんしん支援員」の設置や生活保護受給者に就労体験を提供する「チャレンジ就労体験事業」の実施など社協の総合力とネットワークを活かして生活支援を推進しています。


    　また、京都市老人福祉施設協議会と「社会福祉施設の地域貢献・社会貢献に関する協定」を締結し、福祉施設の専門性を活かして地域の絆づくりを進めています。


    　本年は、平成27年度からの介護保険制度改正等の変革に備えるため、「京都市における社協行動指針」の見直しを行い、これまでにも増して社協の総合力とネットワークを発揮し、市民の信頼と期待に応えられるよう取組を充実させてまいります。


    　市民の皆様から一層の信頼をいただき、本年が更なる飛躍の年となりますよう、引き続き役職員が一体となって、住民の皆様や関係機関・団体、とりわけ車の両輪である民生児童委員の皆様とともに地域福祉の向上に努めてまいりますので、御支援・御協力をお願い申し上げます。


    平成27年元旦

  


  
    住んでよし、子育てしてよし、学んでよし、訪れてよしのまちづくり


    


    京都市長　門 川 大 作
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    　明けましておめでとうございます。


    　この一年の皆様のご多幸を心からお祈り申し上げます。


    　社会福祉法人京都市社会福祉協議会におかれましては、「人に優しく、災害に強い、信頼の絆で結ばれた福祉のコミュニティづくり」を基本目標に、地域福祉の推進に日々取り組んでいただいております。村井信夫会長をはじめとされる役員並びに会員の皆様の福祉に対するご熱意と多大なご尽力に対しまして、深甚なる敬意を表します。


    　振り返れば昨年も、市民の皆様のご尽力の下に京都の未来のまちづくりが大きく前進した年でした。


    　京都が世界一の観光人気都市に。世界的に最も影響力を持つ旅行誌の読者投票での栄冠。


    　美しさを増す景観、看板。「看板等も綺麗になり、京都のまちが更に美しくなりましたね」。よくそんな声をいただきます。


    　盛り上がる「京都マラソン」。2019年のラグビーワールドカップも西京極への招致に全力。


    　「歩くまち・京都」、公共交通優先化の取組。四条通の歩道拡幅、京都駅南口駅前再整備が着工。


    　祇園祭後祭の復活、大船鉾の復興。各地の祭りも活気を増しています。


    　保育所待機児童ゼロの実現をはじめ子育て支援、教育、地域に根差した介護・医療も着実に前進。


    　台風・豪雨など厳しい災害もありましたが、消防団、水防団、自治会、自主防災会、社会福祉協議会などの皆様の「自分たちのまちは自分たちで守る」との高いお志、地域力に改めて感服。深謝。


    　市税収入がピーク時の１割減で下げ止まったままなど、厳しい市政運営が続きます。しかし、借金（市債残高）を減らし、更なる改革で京都の未来を築きます。鉄道博物館、ロームシアター京都、美術館再整備構想、崇仁地域への市立芸大移転、琳派400年やパラソフィア（京都国際現代芸術祭）など、本年も未来への飛躍の土台となる取組が盛りだくさん。


    　とりわけ福祉の分野におきましては、社会福祉法人京都市社会福祉協議会の皆様をはじめとする地域福祉の担い手の皆様と一層の連携を図り、住んでよし、子育てしてよし、学んでよし、訪れてよしの「世界一安心安全な、やさしさあふれるおもてなしのまち」を力強く目指してまいります。


    

  


  
    第５回福祉ボランティア・社協フェスタ
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    楽しみながら福祉を体験


    　10月19日、第５回となる「福祉ボランティア・社協フェスタ」が「ひと・まち交流館 京都」で行われました。秋晴れの好天に恵まれた当日、会場周辺は10時半のオープン前から多くの市民の方々で賑わいを見せていました。


    　開場直後は、大会議室で「知恵シルバーセンター登録団体発表」が開催されました。知恵シルバーセンターとは、京都市の委託により京都市長寿すこやかセンターが、高齢者が社会で知恵や経験を活かし、活躍することをめざして推進している事業です。平成22年のスタート以来、登録者数は３万人を超え、約130団体が登録しています。今回はその中から「健康フラダンス同好会」「謡曲同好会福謡会」、ハーモニカ同好会「トゥインクルスターズ」が練習の成果を披露。はつらつとした高齢者の姿に来場者の方々も元気をいただいたことでしょう。


    　一方、「ひと・まち交流館」の１～３階には、市社協をはじめ、福祉ボランティアにかかわる市内９団体が出展。自助道具づくりや福祉パソコン体験、絵本の読み聞かせといったさまざまな体験や催しで来場者を迎えていました。


    　「お年寄りの身体の体験」コーナーでは、50代の女性が耳栓やおもりなどを装着して会場内を歩き、80歳ぐらいの身体と気持ちを体験中でした。感想をうかがうと、「見えにくいし聞こえないので怖かったです。階段は普段の10倍疲れました。高齢者の皆さんは、普通のことがこんなにもしんどいのですね」と話してくださいました。


    　ゲーム形式で防災知識を学べる「イザ！カエルキャラバン！」は、ファミリーに人気のコーナー。毛布を利用した担架づくりや新聞紙を使った食器づくりなど、災害時に役立つ道具を身の周りのものでつくる方法を、ゲームを通して学ぶ親子の姿が見られました。10種類のゲームに取り組むと好きなおもちゃがもらえるとあって、子どもたちの表情は真剣そのもの。熱が入っていることがうかがえます。
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    京都子育てネットワーク「親子でワクワクあそびましょ～♪」
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    京都市子ども文庫連絡会「絵本の読みきかせと工作」


    


    地域の絆の大切さを実感


    　いい匂いが漂うグラウンドの飲食・喫茶コーナー「ふれあい市場」では、福祉施設や当事者団体が模擬店を出展し、手作りのカレーや豚汁などを販売。早々に完売したお店もあり、売れ行きは好調でした。


    　午後からは、大会議室で式典・記念講演会が開催されました。村井信夫・市社協会長は「京都市老人福祉施設協議会との協定締結をきっかけに、老人福祉のノウハウの提供とともに地域活動をさらに広げたい」とあいさつ。来賓の門川大作・京都市長は「市社協、地域の方々、行政、警察、オール京都で安心安全なまちづくりに取り組みたい」と思いを語られました。


    　つづいて、福祉の絆づくり事業贈呈式、社会福祉施設の地域貢献・社会貢献の促進に関する協定締結を披露した後、羽賀進・京都市老人福祉施設協議会会長の記念講演が行われました。「福祉施設の地域貢献と地域の絆づくり」と題した講演では、京都市内の福祉活動実践事例を紹介しながら、地域と施設がともに進める絆づくりについて会場参加者らに訴えかけました。最後に「今後は、社会的孤立や貧困により生き辛い世の中になると予想されるが、地域組織、関係団体との関係を強め、よりよい地域社会をめざしたい」と締めくくりました。


    　記念講演後も、場内では福祉施設の展示を見たり介護相談をする人の姿が見られました。当日、会場を訪れた市民は約2000人。同フェスタは来場者の方々にとって、福祉団体・施設との交流を通して地域の絆の大切さを改めて実感する機会となりました。
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    パソコンボランティアグループ連絡会「福祉パソコン体験」


    

  


  
    社会福祉施設の地域貢献・社会貢献の促進に関する協定


    締結しました


    　京都市社会福祉協議会と京都市老人福祉施設協議会は10月１日、「社会福祉施設の地域貢献・社会貢献の促進に関する協定」を締結しました。両協議会はこの協定に基づき、人に優しく、災害に強い福祉のコミュニティづくりをめざして、包括的連携のもと、地域福祉活動の拠点として利用できる施設スペースやノウハウの提供等を促進していきます。


    　羽賀会長は「地域住民がいきいきと暮らすための環境づくりは重要です。そのためにも私たち高齢者福祉にたずさわる社会福祉法人は、社協をはじめとする地域諸団体、行政、関連団体などと連携し、地域住民ととともに地域の諸課題に取り組み、解決できる社会をめざしたいと考えています」と活動への意欲を語りました。


    　村井会長は「厳しい社会状況を背景に、孤立・貧困問題が深刻化する中、社会福祉法人にも積極的な取り組みが求められています。このたびの協定締結を機に、さらなる重層的な福祉の絆、地域の絆づくりを進めて参りたい」と展望を語りました。
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    （左から）村井信夫京都市社協会長、門川大作京都市長、羽賀進京都市老人福祉施設協議会会長

  


  
    「福祉の力」で自立を支える　―就労体験後、次のステップへ―


    チャレンジ就労体験事業


    　先駆的な取組として、生活保護受給者に就労体験の場を提供して自立を支援する「チャレンジ就労体験事業」は開始から１年半が経過しました（171号〈８月27日発行〉にも掲載）。


    　この事業は、申込のうち精神障害や知的障害を持つ人が半数を超えるなどすぐに一般就労することが難しい人を対象に、体験先である福祉施設や事業所のノウハウを活かしながら、体験者の「自己有用感」（必要とされる大切な存在と感じること）を育む支援を続けることによって、体験者の生活リズムや就労意欲の向上を目的としています。


    　今年度の折り返しとなる９月30日の時点で、120人の定員のうち、既に96人が体験を申込み、46人が体験開始、30人が修了、うち５人が一般就労につながるなど大きな成果をあげています。


    　一般就労に至った以外にも、体験先でのボランティア活動やコースを変えた体験継続者が18人（修了者の６割）あり、一般就労に至った人と合わせて８割の修了者がステップアップをしています。


    　今後とも、様々な困難を抱える人にその人らしい自立を実現してもらえるよう社会貢献の活動を進める施設・事業所と一層連携し、事業の充実を図ります。


    


    就労体験の事例


    ●精神疾患のある女性が専門学校で就労


    　特別養護老人ホームで配膳や清掃を体験した30代の女性は、人付き合いが苦手で自分の気持ちをはっきり言えないことが就職を妨げていました。「迷惑になる」と気兼ねを示す女性を、体験先職員は「助かっている」と評価し「几帳面で手を抜かない」長所を伝え続けました。この女性は体験をステップにして専門学校で就労を始めています。


    ●コミュニケーションが苦手な女性がドラッグストアで就労


    　老人福祉センター（社協施設）で清掃や事務作業を体験した49歳の女性は、精神疾患で通院と服薬が欠かせませんが、「少しずつ仕事をしてみては」という主治医に勧められて体験に申込み。「自分は役に立っているのか」と不安気でしたが、「作業も理解も早いので助かっている」との体験先職員の支援を受けて、「資格も取得して長く続けられる仕事に就きたい」と希望も語るようになりました。３カ月間の体験修了後ドラッグストアに就職、登録販売者の資格取得も目指しています。

  


  
    成年後見制度をより身近なものに

    法人後見事業と市民後見人養成・支援を通じて


    　成年後見制度は、今年度、誕生から15年目を迎えます。制度発足当時に比べ社会的な認知も進み、今や全国の年間申立件数は４年連続で３万人を超えるまでになっています。今後、認知症高齢者の増加や障害者の地域移行が進む中、利用者の増加が更に見込まれる制度の一つです。


    　成年後見制度では、認知症や知的障害、精神障害などのために判断能力が十分でない方が、地域で安心して暮らせるよう、福祉サービスの利用や施設入所・入院を行うための契約の締結、公共料金や家賃などの支払い、財産の管理、年金や生活保護費を受給するための手続きなどの支援を行います。また、悪質商法等、契約内容を十分に理解できないために被ってしまう不利益から当事者を守る役割も果たしています。


    　市社協では、京都市から成年後見支援センターの運営を受託し、成年後見制度に関する相談と利用支援、広報啓発とともに、市民の中から成年後見人になり得る人材を養成し、その活動を支援しています。また、独自事業として市社協が法人として成年後見人に就任する法人後見事業も実施しています。平成26年11月末現在、41人の市民後見人候補者の中から14人の方が成年後見人に選任されています。また、９人の方の成年後見人に市社協が選任されています。


    　今後とも、市社協では、関係機関・団体の皆様、市民の皆様との連携と協働のもと、必要に応じて誰でも躊躇なく利用できる、成年後見制度の利用支援に取り組んでまいります。


    ●問合せ先


    京都市成年後見支援センター


    ☎354―8815
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    乳幼児から高齢の世代の方々の交流

    みんな、みんな、よっといで！！


    ～身近な地域で気軽に集える居場所づくりを進めています


    子育てサロンを通した地域との交流


    　京都市仁和老人デイサービスセンターでは、仁和学区の「にんな子育てわくわくサロン」を開催しており、子育てサロン参加者とデイ利用者の交流など、地域のつながりが広がっています。


    　はじまりは、仁和福祉団体連合会子育て支援部会で、乳幼児とその親が気軽に集まることができる場所をつくろうということになり、当センターとしても開設当初より、１階にある会議室を地域との交流の場にしたいという意向から、平成20年４月子育てサロンがスタートしました。


    　現在、月２回（第２月曜日、第４水曜日10時～12時）、仁和福祉団体連合会子育て支援部会の委員さんが準備をし、子育て世代のサロンを開催しています。上京児童館職員も読み聞かせなどで参加することもあります。当初は、場所を提供するだけでしたが、「せっかくなので同じ施設を利用している人同士の交流を図りたい」という子育て支援部会と当センター双方の思いが重なり、４世代（デイ利用者・地域役員、乳幼児とそのお母さん）での交流もはじまりました。


    　普段は２階のホールで過ごされている利用者さんの中で、希望される方について１階でお母さんや子どもたちと交流しています。「かわいいなあ」「抱っこするだけで元気がもらえる」「行くのが楽しみ」など、普段は見られない活き活きとした表情がたくさんみられ、その効果を実感します。また、地域役員と私たち職員とのつながりもでき、もっと地域に貢献できる施設を目指しています。


    カフェ “ふらっと紫竹”


    　紫竹児童館では、乳幼児親子から高齢の世代の方々まで、だれでも“ふらっと”気軽に集えるバリアフリーな居場所として、毎月第３水曜日にカフェ“ふらっと紫竹”をオープンしています。企画運営しているのは、住民の福祉活動を担う、学区社会福祉協議会・民生児童委員協議会・老人福祉員・地域女性会・長寿クラブ連合会・紫竹包括支援センター・紫竹児童館で構成する「福祉委員会」で、半年間の準備期間を経て昨年９月から開催することになりました。


    　紫竹学区は、紫竹自治連合会が中心となって「日本一　すみたいまち　紫竹」をめざして地域住民への啓発活動を活発に行っている地域で、乳幼児親子から高齢の世代の方々の交流の場として児童館が地域に貢献できることをうれしく思っています。

  


  
    新会員のご紹介


    （順不同・敬称略）


    ●こぐま保育園


    ●こぐま第二保育所


    ●月かげみどり保育園

  


  
    ご寄付のお礼


    　貴重なご厚志ありがとうございました。（敬称略）


    平成25年 10月 京都洛南ライオンズクラブ


    11月 公益財団法人　京遊連社会福祉基金


    11月 福島工業株式会社京都支店


    12月 京セラ　従業員一同　京セラ株式会社　京セラ労働組合


    12月 川野紙ネンドサークル


    １月 ㈱京セラソーラーコーポレーション


    １月 株式会社ホテルプリンセス京都　従業員一同


    ２月 特定非営利活動法人　夢・同人


    ３月 三木滋子


    ３月 福島工業株式会社京都支店


    平成26年 ５月 日隈良江


    ６月 大同生命保険株式会社


    ６月 ＡＩＵ損害保険株式会社


    ７月 フジモトHD株式会社


    ７月 川野紙ネンドサークル


    ８月 百々学区自治連合会　会長　柳生 昌保


    ９月 京滋ヤクルト販売株式会社


    11月 公益財団法人　京遊連社会福祉基金


    11月 福島工業株式会社京都支店


    12月 自由同和会　京都府本部


    ※その他複数の匿名の方からもいただいています。

  


  
    地域福祉・ボランティア活動カレッジ

    平成26年度　地域福祉活動実践講座


    


    テーマ　地域の絆づくり事業を基盤にした「助け合い活動」について（仮）


    日　時　平成27年２月９日（月）13:30～16:30


    会　場　ひと・まち交流館 京都　第４・５会議室


    対　象　学区社協等での地域福祉活動実践者（70人程度）


    主　催　京都市社会福祉協議会・京都市福祉ボランティアセンター


    　　　　各区社会福祉協議会・各区ボランティアセンター
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